
共同研究グループ活動報告（2024年度） 

国際日本研究 

1. 講演会・研究会の開催

第 1 回講演

開催日:2024 年 5 月 15 日（水）

会 場:MMC 5030（一般公開・対面のみ）

発表者（所属）：エスター・ラブリー (外国語学部 英語英文学科)

演題：Changes in Language Attitudes, Use, and Maintenance over Time: A

Longitudinal Case Study Investigation of Korean Australians

第 2 回講演 

開催日： 

会 場： 

2024 年 6 月 19 日（水） 

MMC 5030（一般公開・対面のみ） 

発表者（所属）： ジェイソン・G・カーリン（東京大学大学院学 際情報学環） 

演題：Media Incitements in Japan: Social Contagion, Self-Harm, and Freedom of 

Expression 

第 3 回研究会 

開催日： 2024年 7月 17日（水） 

会 場： MMC 5030と Zoom (一般公開・ハイブリッド) 

発表者（所属）： 美水 彩加（ブリティッシュ・コロンビア大学 アジア学科） 

演題：Doing Ethnography in the Wake of the Displacement of Transnational Sex 

Workers in Yokohama: Sensuous Remembering 

第 4 研究会 

開催日： 

会 場： 

2024 年 10 月 17 日（水） 

MMC 6019 と Zoom (一般公開・ハイブリッド) 

発表者（所属）： 冷 君暁（東京大学大学院学 際情報学環） 

演題：From Revolution to Adaptation: The Evolution of Feminist Identities in 

Pre-Digital Japan and Their Lessons for Inclusive Activism Today 



第 5 研究会 

開催日：2024 年 11 月 20 日（水） 

会 場：MMC 6019（一般公開・対面のみ） 

発表者（所属）クリスチャン・ラットクリフ（国際日本学部 国際文化交流学科）

演題： Bad Poems on Purpose, in Diaries That Aren’t Diaries: Communicating 

Discontent at the Japanese Court 

第 6 研究会 

開催日：2024 年 12 月 18 日（水） 

会 場：MMC 6019（一般公開・対面のみ） 

発表者（所属）：マルコ・ティネッロ（国際日本学部 国際文化交流学科）

演題：East Asian and Pacific Histories from the Perspective of the Unequal 

Treaties 

第 7 研究会 

開催日：2025 年 1 月 15 日（水） 

会 場：MMC 6019 と Zoom（一般公開・ハイブリッド） 

発表者（所属）：マルコ・ティネッロ（国際日本学部 国際文化交流学科）

演題：Mountains on the Move: From Kumano Sanzan to Dewa Sanzan 

２．シンポジウムの開催 

なし 

３．活動内容 

本研究グループの研究者や外部の研究者による講演会を計 7 回開催した。本年度より講演

をすべてが一般公開にした。今年度の発表は３つがハイブリッド式で開催した。また、講

師 7 人のうち、外部の方が 3 人いた。（ただし、そのうちの 1 人が本学に非常勤講師とし

て務める上、本研究会のメンバーです。）すべての講演を H-net や他の公開研究リストで

告知され、対面のみでもハイブリッド式でも、毎回、外部の聴講者も参加した。毎回は、

実り多い意見交換ができた。 

(文責：ウェルカー・ジェームズ) 




